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論文審査の結果の要旨 
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齊藤良子氏の博士論文「初級韓国語学習者の学習態度と学習経験による態度変容に関する実証
的研究」の審査結果について報告する。 
本論文は、初級韓国語学習者の持つ学習動機、学習ビリーフ、学習ストラテジー、韓国・韓国
人・韓国語のイメージについて、その特徴および学習経験によるそれらの変化の様相を明らかに
することを目的としたものである。韓国語学習者の学習態度については、これまでも研究されて
いるが、外国語学習における動機づけは安定したものではなく、学習体験や学習段階によって変
化する動的なものであるとされており、韓国語学習者の理解とより良い学習環境の提供のために
は、学習者の学習態度だけでなく学習態度の変化も合わせ、総合的に分析する必要があると考え
たためである。 
本研究では、大学で第二外国語として初級韓国語を学んでいる学習者を対象とし、調査紙を用
いたいくつかの調査を行っている。まず、前期の韓国語の授業で動機、ビリーフ、ストラテジー
に関する「前期調査」を実施し、同時に、韓国語学習との異同を調べるため、英語学習に関する
調査も実施している。次に、学習態度の変化を調べるために、同じ年度の後期の韓国語の授業で
「前期調査」と同じ質問紙を用いた「後期調査」、学習者自身に変化を尋ねる「変化調査」を実施
している。さらに、これらの調査とは別に、韓国・韓国人・韓国語に対するイメージを尋ねた「前
期調査」とその変化を尋ねた「変化調査」を、それぞれ質問紙を用いて行っている。さらに、分
析においては、前期と後期の期末試験の結果をもとに、学習者を上位群、下位群、上昇群、下降
群の 4群に分類し分析している。 
本論文は、6章からなり、第 1章では研究の動機と目的について述べ、第 2章では初級韓国語
学習者の学習動機とその変化について分析している。学習動機の調査においては、Dörnyei(2005)
が提唱したThe L2 Motivational Self System理論に基づいてDörnyei with Taguchi(2010)が作成
した外国語学習動機の質問紙を一部修正し使用している。調査結果は 16 の動機づけ領域に基づ
いて分析しているほか、The L2 Motivational Self System理論における「可能自己」の側面から
も分析することによって、学習者の動機の特徴とその変化を明らかにしている。 
第 3章では、学習者のビリーフとその変化について分析しており、この調査では、Horwitz(1987)
の開発したBeliefs About Language Learning Inventory（BALLI）をもとにした質問紙を作成し
使用している。調査結果は 5つの学習ビリーフ領域に基づいて分析し、その特徴と変化について
明らかにしている。さらに、第 4章では学習者の学習ストラテジーとその変化について分析して
いる。ここではOxford(1990)の開発した Strategy Inventory for Language Learning (SILL) をも
とにした質問紙を作成し調査を行い、その結果を 6つのストラテジー領域に基づいて分析し、そ
の特徴と変化を明らかにしている。 
第 5章では学習者の韓国、韓国人、韓国語イメージとその変化について分析している。この調
査では筆者が独自に作成した質問紙を用いて調査を実施し、前期調査の結果について因子分析を
行ったあと、変化調査について因子に基づいて変化の様相を明らかにしている。最後に、第 6章
でこれまでの分析をまとめ、今後の研究の課題と展望を述べている。 
以上の 4つの分野の調査成果をまとめると、以下のようになる。 
第一に、前期調査の結果から、初級韓国語学習者が学習に対して積極的で、学習を楽しんでい
ることや、韓国語の習得に対して自信を持っていること等が明らかになった。また、英語学習と
比較した結果、英語よりも韓国語に対する好意や学習意欲の方が強いことが示唆された。これは、
自ら韓国語を選択したことや、ハングル文字の新鮮さから、学習動機が高められているためでは
ないかと考える。しかし、使用されている学習ストラテジーは多くないことから、学習方法はま
だ確立されていないと思われる。 
第二に、前後期比較の結果から、学習経験を重ねることによって、韓国語は易しいと考えるよ
うになり、韓国語で話すことに対する不安が軽減され、使用する学習ストラテジーも増え、韓国
語学習に慣れ親しんできたことが明らかになった。しかし、前期に比べ、学習に対する前向きさ
や楽観的な態度が薄れてきていることも示唆され、これは、韓国語に対する新鮮さが薄れ、さら
に、学習内容が増えたことによるのではないかと思われる。しかし、前期に比べ読み書きに用い
る学習ストラテジーを使用するようになったこと、前期よりも音楽やドラマへの関心が高くなっ
たことから、後期に関しても学習に対する態度は概ね肯定的である。 
第三に、変化調査の結果を見ると、前後期比較の結果とは異なり、学習者自身はポジティブな
変化のみを認知していることが明らかになった。つまり、学習者自身は、前後期比較で明らかに
なったやる気や楽観性の減退を感じておらず、前期以上に積極的に学習に臨み、ストラテジーも
多様化し、韓国、韓国語、韓国人に対するイメージも一層肯定的になったと認知していることが
明らかになった。この結果については、学習者が前期にあまり意識していなかった学習態度が後
期になり弱化しても、その変化を認知しづらいためであろう。 
第四に、成績による分析の結果、下位群に比べ、上位群は学習に対する意欲や韓国文化への関
心が強いこと、復習をよくすること、使用ストラテジーが多いこと等が示唆された。さらに、上
昇群と下降群の比較から、前期よりも後期の方が、下降群の学習意欲の下がり方が大きく、さら
に復習をしなくなったこと等が明らかになった。 
 
本論文は、初級韓国語学習者について、学習動機、学習ビリーフ、学習ストラテジー、さらに
韓国・韓国人・韓国語に対するイメージの 4つの面から調査を行い、その特徴を明らかにしてい
る。韓国語学習者に対するこのような多角的な研究は従来ないものであり、韓国語教育への貢献
は大きいと言える。さらに、本論文の意義は、学習経験による学習態度の変化を「前後期比較」
と「変化調査」という 2つの方法で分析し、より詳細にその特徴を捉えた点にある。特に、学習
者が認知している変化と実際の変化には様々な違いがあることを明らかにしたことは、韓国語教
育だけでなく、外国語教育全体にも大きく貢献するものである。このように、本論文は、学習者
の学習態度とその後の変化の双方を見ることによって、学習者の学習態度の解明に迫っており、
これは従来にない新たな観点であり、今後もさらなる研究の進展が期待できるであろう。 
審査においては、今回の調査結果が韓国語学習固有の特徴なのか、外国語学習全般に言えるこ
となのかについて十分な考察がない、一部英語学習との比較を行っているものの、英語と韓国語
では条件が違いすぎるので、今後韓国語と同じ条件の外国語についてさらに調査分析を行い、個
別的な特徴か普遍的な特徴かを明らかにする必要があること、各調査において採用した枠組みや
質問紙をどうして選んだのか、その理由が明確でなく、また質問紙の質問項目の設定に不十分な
点があること、各調査の結果を相互に関連させた分析が不足していることなど、今後検討すべき
課題も指摘されたが、それらが本論文の価値を損ねるほどのものではないことが確認された。 
 したがって、本審査委員会は本論文を博士（学術）の学位を授与するにふさわしいものと認定
する。 
 
